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【Exhibition report l】 長谷宗悦 1983-2002(舟塚雅恵)・
IExhibition report 2】 澤乃井櫛かんざじ美術館コレクション

〈髪飾りにみる遊び心と粋―江戸から昭和―〉展 (瀬尾千秋)

コラム 【学芸室から】博物館員の倫理 (山本成子)       ……

【lnformatlo∩ 】高岡出身の版画家 南桂子
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長谷宗悦 1983-2002

2002年 9月 から 10月 にかけて、
当館では高岡市出身の1吉|み刻家・長谷宗
悦 (は せ むねよし)の作品を紹介する
展覧会を開催した3長谷宗悦は、 19
54(昭 和 29,年 高岡市に生 まれ、
官山県立高岡高等学校卒業後、東京芸
術大学美術学部彫刻科、1司 大学院彫刻
科を修 」́した。初期から一貫して、本
を素材にした彫刻作品を制作 してい
る。
今回の展覧会では、東京芸大修 F後
間もない 1983(昭 和 58)年 に制作
された初期の作品から近年にいたる代
表作に、未発表の最新作を加えた22
点を展示 した。作家にとって郷里での
発表は、 1983(昭 和 58)年、初個
展であるギャラリー山口での発表作を
中心として、同年、郷里・高岡市立博
物館で作品を発表して以来ちょうど20
年にあたる。本展では長谷の 20年 同
の軌跡を紹介した]

◆

長谷が本格的に作家活動を始めたの
は 1980年 代はじめである。初期には
細い木片をはりあわせて、脚をつけた
小さなや ぐら風の作品を発表 したc長
谷が注 日をあびはじめたのは、 1980
年代後半に制作 された大型の彫刻作品

会場風景 (企画展示室 1)

からだc表面を黒 く焼き焦がしたり、
彩色や線刻を施したりした、重量感あ
る木材を組み合わせることによって、
巨大なドーム状の形態や、ビラミッド
を思わせる台形の構築物を 1、 2年 ご
とに発表する.年間を威圧するかのよ
うな力強さをもったものであったc

それら作品はそれぞれ、彫刻を考え
続けた彼の思考の軌跡そのものであっ
た。その基底にあるのは、彫刻は量塊
による表現ではなく、視覚効果による
認識であるという考えであるcそれは、
彼が当初グラフイックデザイナーを志
していたことによるのかもしれない。
その軌跡は、 1998年 に板面をよこに
組み合わせた幅 10メ ー トル近い彫刻
でひとつのターニングポントを迎え
る。板という平面による組み合わせが、
いかに彫刻作品になり得るのかという
挑月すえであったっ

◆

以後は廃材を組み合わせたレリーフ
の仕事に着手していくことになるc立
体から平面へ解体された素材ひとつ

`ト

とつを検証 し、レリーフヘと再構築す
る。その取り組みは1996年 まで続い
た。そして 1998年 につ 1,さ げ形の彫
刻を発表した後、しばらく発表を休止
する。今回の展覧会における新作発表

は、作家にとって 4年ぶ りのものであ
′0■

今回の作品にも一切タイトルが付け
られていないっ「無題」というタイト
ルも、付けられたとたん、そこには無
題という意味が生 じるのだと長谷はご
う「 何もない状態で作品に出会ってほ
しいとの思いがあるこ
新作にはこれまでと同様に廃材が使
われている。打ち捨てられるはずだっ
た細々した木材は、作家によって新た
な命をふきこまれ、まるで私たちに手
を差し伸べるように存在している。ち
いさなかけら各々が、時間を経てたど
|)着 いた形そのままに提示されるが、
そこには紛れもなく作家による取 り合
わせの意志決定が介在している。それ
が創意なのだと長谷は言う。新作では
一つ一つの部分 .よ 外へ外へ と向けら
れ、これまで平面の仕事で繰 り返し行
われてきた、単一の構成の組み合わせ
が全体の構築につながるという取 り組
みが、ここにきて昇華し、複雑な部分
の一つ一つがひとつのかたちへと導か
れたのだったc

◆

長谷のア トリエは、富士五湖が点在
する山梨県南部、富士山の北側山麓に
ある。アトリエの付近には、富士山噴
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火時の溶岩流によってで きた本栖湖、
精進湖があ |)、 広大な青木ケ原の樹海
が広がっている3人類が誕生するはる
か以前に形成された大古の青そのまま
の自然が、今もなお開発の 手を逃れて、
多く残 された場所である.作家のア ト
リエがある標高 1200メ ー トルのその
場所は、富十山一合 日の少 し手前にあ
た |〕 、一面背の低いカラマツで覆われ
ているこ夏は涼 しくすごしやすいが、
一方で、冬には時に氷点 ド20度に冷
え込むこともある大変厳 しい自然環境
の地である[こ の地にア トリエを移 し
て |^余 年、長谷は厳 しい自然のなか人
間の小ささを痛切に感 じるようになっ
たというこ
住まいのある東京 とア トリエのある
山梨を往復 しながら、彼はここで 4年
開発表のあてのない まま制作 して き
た. 4年 間は、作っては壊 し、作って
はirし の連1売であったという=1発 」くを
目的 とせず制作 されたそれ らの作品
は、今は存在 しない.写真でのみ残 さ
れているこ
4年 というのは決して短い時間ではな
い _と もすれば現代の情報化社会では
存在自体も消えてしまいかねない。 し
か し、長谷は長 く沈黙 し、そ してつい
に今||||の 作品が■み出されたのである

=

|」 本の現代美術 もまた、今やコマー
ンヤリズムと結びついて、大量生産・

大量消費、作品さえも速いスピー ドで
消費されてい く. しか し、長い時間を
かけて、自らの制作や内面に真摯に日
を向け続ける美術作家たちも多くいる
ことを忘れてはならない。そ して、そ
のような作家たちの仕事を紹介 してい
くのも美術館の使命である。

※この晏覧会|ま 平成 14年 9月 14日 ttiか ら
10月 27HI日 1 まで開催されました。
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会場風景 (企画展示室 2)

会場風景 (企 画展示室3)

(舟塚雅恵・学芸員)
一奪欅彎奮ポ撃

X写真はすべて小杉善和撮影
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